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近年、一般講演につき発表時間は15分、質疑討
論時間５分で、PCプロジェクタ－を用いての発表とな
ります。討論会の場合は、

座長のプログラミングにより若干異なります（目安時
間：発表時間および質疑応答時間を含め、２０～３０
分）。やむを得ず 講 演発表者を変更される場合は下
記までご連絡下さい。
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座長のプログラミングにより若干異なります（目安時間：発表時間およ
び質疑応答時間を含め、２０～３０分）。やむを得ず講演を
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若干異なります（目安時間：発表時間お

よび質疑応答時間を含め、２０～３０分）やむを得ず講演発表者を変更される場合は下記までご連絡下さい。（
代理発表者は会員資格のある共著者に限ります）。発表者は当日、講演プログラム記載の時間帯２０分前には当該会
場に在室して下さい。発表時間になっても不在の場合は、欠講扱いとなります。また、頁にPower Point作成要領を掲
載いたしますので、ご参照下さい。なお、講演発表者も講演論文集「材料とプロセス」(参加費含む)の購入と、ネームカ
ードの着用が必要です。詳細は頁をご確認下さい。
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）。やむを得ず講 演発表者を変更される場合は、下記までご連絡下さい（代理発表者は会員資格のある共著者に
限ります）。発表者は当日、講演 プログラム記載の時間帯２０分前には当該会場に在室して下さい。発表時間にな
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発表者氏名には、必ず下線を引いて下さい
発表者を含め、著者の半数以上が会員であること
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A4サイズ・PDF形式にて原稿を作成し、講演申込ページより送信してください
※ 一般講演・予告セッション・共同セッション： 原稿1枚、ファイルサイズ2MB以下

討論会・国際セッション：                          原稿4枚以内、ファイルサイズ5MB以下

線を引いてください。

発表者の氏名、所属（現職がない場合は、元職または空白で結構です）
およびその住所を英文にて１頁目下にのみ記載ください

図表、写真の表題ならびに説明はすべて英文
図表、写真は小さすぎないように
PDFに加工後、プリントアウトしご確認の上送信下さい

英文題目
「Study on・・・」、「On･･･」は不可
連報は主題、副題を付けてください
商品名、略語は不可
メインタイトルのキャピタライゼーションルールは
各単語の1文字目を大文字にしてください。
（固有名詞・元素記号・前置詞等を除く）

単位・文献の記載方法は
「鉄と鋼」投稿規程・執筆要領に準じてください
紙幅不足の場合、DOIは省略可とする。
参考文献は主要文献に限ってよい
https://www.isij.or.jp/Teikikanko/0816.pdf
https://www.isij.or.jp/Teikikanko/0817.pdf

和文題目
「・・・に関する研究」、「･･･について」は不可
連報は主題、副題を付けてください
商品名、略語は不可

参考文献

カラー表示されます。

特殊フォント（日韓共通フォント含む）の使用不可
→文字化け事例あり
写真の品質は300dpi以上で作成下さい

原稿への受付番号記載は
不要

1)  S.Suzuki and K.Suzuki: CAMP-ISIJ, 21(2008), 111, CD-ROM.

宣伝、誹謗中傷にあたる表現は不可
登録商標、社内名称の記載は不可
民間（企業）からの助成に対する謝辞は不可
公的助成（財団含）に対する謝辞の記載は可
助成内容については、必ず正式名称で記載下さい 

材料とプロセス講演概要の書き方
（一社）日本鉄鋼協会 講演大会協議会

（2026.02）
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